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【 手 続 補 正 １ 】
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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 約 180℃ よ り も 高 い 温 度 で 、 ハ ロ ゲ ン の 実 質 的 に 非 存 在 下 で 、 ポ リ ア ル ケ ン の 重 量 を 基
準 と し て 約 10～ 約 2000ppmの フ リ ー ラ ジ カ ル 抑 制 剤 の 存 在 下 で 、 約 300～ 約 5000の 数 平 均 分
子 量 （ Mn） 及 び 少 な く と も 30％ の 末 端 ビ ニ リ デ ン 含 量 を 有 す る ポ リ ア ル ケ ン と エ ノ フ ィ ル
を 熱 反 応 さ せ る こ と を 含 む エ ン 反 応 生 成 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ポ リ ア ル ケ ン が 少 な く と も 約 50％ の 末 端 ビ ニ リ デ ン 含 量 を 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 エ ノ フ ィ ル の 反 応 基 が オ レ フ ィ ン 又 は カ ル ボ ニ ル で あ り 、 か つ フ リ ー ラ ジ カ ル 抑 制
剤 が フ ェ ノ チ ア ジ ン 環 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ポ リ ア ル ケ ン が 約 900～ 約 2500の Mnを 有 す る ポ リ イ ソ ブ テ ン 、 ポ リ ブ テ ン 又 は そ の
混 合 物 （ PIB） で あ り 、 前 記 エ ノ フ ィ ル が 無 水 マ レ イ ン 酸 （ MA） で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ リ ー ラ ジ カ ル 抑 制 剤 が 置 換 又 は 未 置 換 フ ェ ノ チ ア ジ ン を 含 む 、 請 求 項 ４ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 フ リ ー ラ ジ カ ル 抑 制 剤 が 未 置 換 フ ェ ノ チ ア ジ ン を 含 む 、 請 求 項 ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 MAと PIBを 約 0.9～ 約 3:1の モ ル 比 （ MA:PIB） で 反 応 さ せ る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 エ ン 反 応 生 成 物 が 約 1～ 約 2の 官 能 性 を 有 す る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 エ ン 反 応 生 成 物 が 約 1.3～ 約 1.7の 官 能 性 を 有 す る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 PIBの 重 量 を 基 準 と し て 約 10～ 約 2000ppmの 油 溶 性 ス ル ホ ン 酸 の 存 在 下 で 反 応 を 行 う 、 請
求 項 ５ 記 載 の 方 法 。



【 請 求 項 １ １ 】
　 少 な く と も 50％ の PIBが MAと 反 応 し た 後 に 少 な く と も 50重 量 ％ の ス ル ホ ン 酸 を 加 え る 請
求 項 １ ０ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 約 180～ 約 260℃ の 温 度 で 、 か つ 約 0～ 約 1000kPaの 圧 力 下 で 反 応 を 行 い 、

、 請 求 項 ４ 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 以 下 の 追 加 の 工 程 を 含 む 請 求 項 ４ 記 載 の 方 法 ：
（ ａ ） 反 応 完 了 後 200℃ 未 満 に 反 応 混 合 物 を 冷 却 し 、
（ ｂ ） 反 応 混 合 物 の 重 量 を 基 準 と し て 約 1～ 約 10重 量 ％ の 追 加 の 量 の MAを 反 応 混 合 物 に 導
入 し 、 約 0.5～ 約 6時 間 撹 拌 し 、
（ ｃ ） 反 応 混 合 物 か ら 過 剰 の MAを 取 り 除 き 、
（ ｄ ） 炭 化 水 素 溶 媒 を 添 加 し 、
（ ｅ ） 反 応 混 合 物 を 濾 過 す る 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 さ ら に エ ン 反 応 生 成 物 を 求 核 反 応 物 と 反 応 さ せ る こ と を 含 む 、 請 求 項 ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 求 核 反 応 物 が ア ミ ン 、 ア ル コ ー ル 、 ア ミ ノ ア ル コ ー ル 、 金 属 化 合 物 、 及 び そ の 混 合
物 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 求 核 反 応 物 が ポ リ ア ミ ン で あ る 、 請 求 項 １ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 反 応 生 成 物 を 求 核 反 応 物 と 少 な く と も 実 質 的 に 硫 黄 を 含 ま な い 希 釈 油 中 で 反 応 さ せ る 請
求 項 １ ４ 記 載 の 方 法 。
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MAの 初 期 添 加 量
を 反 応 の 開 始 時 又 は そ の 前 に PIBと 接 触 さ せ 、 MAの 1回 以 上 の 追 加 の 添 加 量 を 反 応 開 始 後 に
得 ら れ る 反 応 混 合 物 に 導 入 す る よ う に 、 前 記 MAを 前 記 PIBと 接 触 さ せ る
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